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れ
ら
の
先
行
研
究
で
は
、
太
田
の
業
績
と
時
代
と
の
関
連
、
と
く
に
そ
の
中
国
研
究
の
日
本
民
俗
学
に
と
っ
て
の
意
味
な
ど
に
つ
い

て
、
ま
だ
十
分
な
分
析
に
至
っ
て
な
い
。

本
章
は
、
太
田
の
『
兵
庫
県
民
俗
資
料
』
か
ら
『
近
畿
民
俗
』
を
中
心
と
し
た
活
動
、
及
び
軍
人
と
し
て
中
国
に
赴
い
た
後
に
『
旅

と
伝
説
』
や
『
民
間
伝
承
』
に
寄
せ
た
報
告
や
通
信
な
ど
か
ら
、
太
田
が
郷
土
の
先
覚
者
か
ら
日
本
の
民
俗
学
者
に
変
わ
る
経
緯
、
及

び
そ
の
中
国
経
験
の
意
味
を
検
討
す
る
。

１　

郷
土
史
か
ら
日
本
民
俗
学
へ

１　

太
田
陸
郎
（
お
お
た
・
ろ
く
ろ
う
）（

4
）の
略
歴

一
八
九
六
年
八
月
、
六
男
と
し
て
、
夢
前
川
上
流
域
の
兵
庫
県
飾
磨
郡
置
塩
村
の
役
所
所
在
地
糸
田
に
生
ま
れ
る
。
父
・
名
倉
次
は

柳
田
の
長
兄
松
岡
鼎
と
御
影
師
範
で
の
同
窓
の
友
人
で
あ
り
、
地
元
姫
路
で
自
由
民
権
運
動
を
展
開
し
、
県
議
会
、
衆
議
院
議

員
、
県
と
郡
の
農
会
会
長
な
ど
を
歴
任
し
た
名
士
で
あ
る
。

一
九
一
一
年
、
地
元
の
名
門
校
で
あ
る
兵
庫
県
立
姫
路
中
学
校
（
兵
庫
県
立
姫
路
西
高
等
学
校
の
前
身
）
に
入
学
し
、
寄
宿
生
活
を
送

り
始
め
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
る
。

一
九
一
六
年
、
二
七
期
生
と
し
て
卒
業
し
、
京
都
の
キ
リ
ス
ト
教
系
の
同
志
社
大
学
政
治
経
済
部（

5
）に
入
学
す
る
。
考
古
学
に
強

い
関
心
を
示
す
。

一
九
二
一
年
、
法
学
部
経
済
学
科
を
卒
業（

6
）し
、
四
月
に
株
式
会
社
富
島
組
に
入
社
し
た
。
富
島
組
は
一
八
八
四
年
に
大
阪
商
船

会
社
専
属
運
輸
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
本
部
は
大
阪
に
あ
り
、
当
時
神
戸
、
東
京
、
若
松
に
も
支
店
を
も
ち
、
国
内

外
に
わ
た
る
港
湾
運
送
事
業
を
展
開
し
て
い
た（

7
）。

同
十
二
月
、
一
年
志
願
兵
と
し
て
福
知
山
工
兵
隊（

8
）に
入
隊
し
、
一
九
二
三
年
三
月
除
隊
し
て
富
島
組
に
復
職
し
た
が
、
健
康
を
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害
し
て
九
月
に
退
社
帰
郷
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
、
一
九
二
三
年
一
月
に
、
揖
保
郡
網
干
町
（
現
、
姫
路
市
網
干
区
）
興
浜

の
太
田
勝
治
の
養
嗣
子
と
な
る
。

一
九
二
四
年
七
月
、
兵
庫
県
庁
学
務
部
社
会
課
社
会
事
業
主
事
補
と
な
り
、
地
方
公
務
員
生
活
を
始
め
る
。

一
九
三
三
年
、
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
事
務
が
嘱
託
さ
れ
、
ま
た
県
史
調
査
員
と
し
て
活
動
し
、
内
務
省
よ
り
就
労
統
制
員

に
も
任
命
さ
れ
る
。

一
九
三
六
年
四
月
、
主
事
と
な
り
、
新
設
の
学
務
部
職
業
課
に
勤
務
す
る
。

一
九
三
八
年
七
月
に
は
召
集
に
応
じ
、
陸
軍
少
尉
と
し
て
武
漢
作
戦
に
参
加
し
、
中
尉
に
昇
進
す
る
。
そ
の
後
中
国
の
華
中
地
域
を

中
心
に
軍
隊
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

一
九
四
二
年
、
内
地
帰
還
が
決
ま
っ
た
が
、
南
方
戦
線
に
志
望
転
出
し
、
数
ヶ
月
マ
レ
ー
半
島
で
勤
務
す
る
。

同
十
月
二
九
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
よ
り
日
本
へ
帰
任
す
る
途
中
、
台
湾
上
空
の
事
故
で
遭
難
す
る
。
陸
軍
大
尉
、
正
七
位
勲
五
等
が

贈
ら
れ
る
。

２　

太
田
陸
郎
の
業
績

県
庁
勤
務
以
前
の
太
田
の
業
績（

9
）に
つ
い
て
は
、
卒
業
論
文
を
ベ
ー
ス
と
し
た
「
播
州
土
師
の
竈
址
と
寺
址
」（
署
名
は
名
倉
陸
郎
、

『
民
族
と
歴
史
』
六

−
三
、
一
九
二
一
年
九
月
）
以
外
、
遺
さ
れ
た
資
料
が
少
な
く
、
そ
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

県
庁
で
の
仕
事
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
二
〇
〇
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
資
料
集
『
日
本
近
代
都
市
社
会
調
査
資
料
集
成
第
六
集
─
神
戸

市
社
会
調
査
報
告
書
〔
含
兵
庫
県
〕』（
近
現
代
資
料
刊
行
会
編
）
に
、
一
九
一
八

〜

一
九
四
三
年
に
刊
行
公
開
し
た
神
戸
市
と
兵
庫
県

の
社
会
課
を
中
心
と
し
た
諸
部
局
の
調
査
報
告
が
集
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
太
田
の
仕
事
の
一
角
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る（

10
）。

県
庁
で
の
忙
し
い
本
職
以
外
、
太
田
は
多
く
の
研
究
や
発
表
を
行
っ
て
い
る
。
管
見
の
限
り
、
太
田
の
新
聞
雑
誌
へ
の
投
稿
は
一
九

二
七
年
に
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
年
の
八
月
十
四
日
付
『
大
阪
朝
日
新
聞
神
戸
版
』
に
「
俺
が
村
の
盆
踊
」
を
寄
せ
て
お
り
、
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ま
た
『
神
戸
詩
歌
』
の
八
月
と
十
一
月
号
に
も
「
民
謡
礼
讃
」
と
「
播
磨
古
民
謡
抄
」
を
発
表
し
て
い
る
。
一
九
三
八
年
中
国
に
赴
く

ま
で
の
投
稿
は
主
と
し
て
『
民
俗
芸
術
』、『
考
古
学
』、『
兵
庫
史
談
』、『
兵
庫
県
民
俗
資
料
』、『
近
畿
民
俗
』、『
旅
と
伝
説
』
な
ど
に

集
中
し
て
い
る
（
表
9
参
照
）。

こ
の
中
で
、
太
田
が
深
く
関
わ
っ
た
も
の
は
『
兵
庫
史
談
』
と
『
兵
庫
県
民
俗
資
料
』（
図
４
）
で
あ
る
が
、
特
に
後
者
に
対
し
て

柳
田
は
「
太
田
君
の
事
業
は
、
ま
だ
此
外
に
も
幾
つ
か
残
つ
て
、
我
々
の
学
問
を
益
し
て
居
る
。
兵
庫
県
民
俗
資
料
と
い
ふ
数
年
間
の

雑
誌
な
ど
は
、
大
部
分
が
こ
の
人
の
努
力
の
痕
で
あ
つ
た
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る（

11
）。
創
刊
号
（
一
九
三
二
年
五
月
）
の
「
編
輯
雑

記
」
に
よ
れ
ば
、
雑
誌
の
創
刊
に
最
初
に
関
わ
っ
た
の
は
河
本
正
義
、
川
辺
賢
武
、
桜
谷
忍
で
あ
り
、
太
田
は
そ
の
席
上
に
は
居
合
わ

せ
な
か
っ
た
が
、「
こ
う
し
た
企
画
か
ら
は
離
す
べ
か
ら
ざ
る
関
係
に
あ
る
」
か
ら
「
発
起
人
の
一
人
」
に
き
め
ら
れ
（
桜
谷
）、
し
か

も
雑
誌
の
「
兵
庫
県
民
俗
資
料
の
題
は
、
太
田
さ
ん
が
名
付
親
」（
河
本
）
で
あ
っ
た（

12
）。

『
兵
庫
県
民
俗
資
料
』
の
初
期
の
同
人
は
他
に
福
橋
茂
樹
と
宮
武
省
三
が
お
り
、
翌
年
に
は
五
十
崎
夏
次
郎
、
川
島
右
次
、
鷲
尾
三

郎
も
加
わ
り
、
一
九
三
五
年
ま
で
合
計
十
八
号
を
発
行
し
た
。
当
雑
誌
は
「
兵
庫
県
の
民
俗
文
化
を
総
合
的
に
解
明
す
べ
く
企
画
さ

れ
た
も
の
で
、
郷
土
を
識
る
手
掛
か
り
と
し
て
そ
の
利
用
価
値
は
非
常
に
高
い
」「
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
で
は
入
手
が
甚
だ
困

難
」（

13
）な
た
め
、
一
九
八
二
年
国
書
刊
行
会
よ
り
合
本
二
冊
と
し
て
復
刻

さ
れ
た
。
太
田
の
積
極
的
な
姿
勢
は
、
全
十
八
輯
の
中
の
十
五
輯
に
対
し

て
四
〇
本
近
く
投
稿
し
て
い
る
（
表
９
参
照
）
こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
。

現
時
点
で
確
認
で
き
た
太
田
の
編
著
書
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、『
播
磨
民
謡
攷
』
一
九
二
九
年
八
月
、
太
田
陸
郎

二
、『
兵
庫
県
下
百
姓
一
揆
史
話
』
一
九
三
〇
年
九
月
、
太
田
陸
郎

三
、『
新
注　

峰
相
記
微
考
』
一
九
三
二
年
六
月
、
兵
庫
県
民
俗
研
究

図４　『兵庫県民俗資料』創刊号
　（1932年5月）表紙
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会

四
、『
兵
庫
県
下
百
姓
一
揆
関
係
史
料
解
題
』
一
九
三
二
年
十
二
月
、
太
田
陸
郎

五
、『
兵
庫
県
下
の
五
人
組
制
度
に
現
は
れ
る
道
徳
律
』
一
九
三
三
年
、
太
田
陸
郎

六
、『
絵
本
大
和
詩
経
』
一
九
三
三
年
八
月
、
清
文
堂
書
店

七
、『
稿
本
播
磨
鑑
（
二
）』
一
九
三
三
年
、
兵
庫
県
郷
土
史
料
刊
行
会

八
、『
朝
鮮
人
来
聘
一
件
』
一
九
三
四
年
、
兵
庫
県
郷
土
史
料
刊
行
会

九
、『
宗
門
家
数
人
数
改
目
録
』
一
九
三
四
年
十
一
月
、
兵
庫
県
郷
土
史
料
刊
行
会

十
、『
兵
庫
県
金
石
年
表
』
一
九
三
四
年
十
二
月
、
兵
庫
県
郷
土
史
料
刊
行
会

十
一
、『
稿
本
播
磨
鑑
（
一
）』
一
九
三
五
年
、
兵
庫
県
郷
土
史
料
刊
行
会

十
二
、『
吉
備
見
聞
落
穂
集
』
一
九
三
六
年
、
太
田
陸
郎

十
三
、『
但
馬
出
石
焼
窯
元
古
文
書
』
一
九
三
六
年
十
一
月
、
兵
庫
県
郷
土
史
料
刊
行
会

十
四
、『
支
那
習
俗
』
一
九
四
三
年
、
三
国
書
房

手
稿
一
、『
考
古
備
忘
録
』（
一
九
二
八
年
丹
波
ア
サ
カ
塚
調
査
記
録
）

　
　

二
、『
禁
札
考
』（
年
代
不
明
）

な
お
、『
西
讃
府
志
網
干
之
部
抄
』、『
利
神
城
由
来
』（
一
九
三
三
年
）、『
姫
路
城
隷
郡
二
十
四
孝
廉
伝
』（
一
九
三
四
年
）
な
ど
の
復

刻
出
版
に
関
わ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

編
著
書
以
外
の
投
稿
に
つ
い
て
も
、
太
田
は
役
所
勤
務
の
傍
ら
と
は
い
え
、
実
に
数
多
く
の
業
績
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
業
績
を
時
期
と
内
容
か
ら
考
え
る
と
、
以
下
の
四
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。

ま
ず
、
一
九
三
五
年
頃
ま
で
、
太
田
の
主
な
関
心
は
播
磨
を
中
心
と
す
る
兵
庫
県
下
の
郷
土
史
料
の
収
集
、
校
訂
、
注
釈
、
解
説
、
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出
版
に
集
中
し
て
い
た
。
編
著
出
版
書
の
ほ
と
ん

ど
、
及
び
『
兵
庫
県
民
俗
資
料
』
の
多
く
の
論
考

は
こ
れ
に
入
る
。
実
は
多
く
の
編
著
書
の
出
版
元

で
あ
る
兵
庫
県
郷
土
史
料
刊
行
会
と
『
兵
庫
県
民

俗
資
料
』
の
主
体
で
あ
る
兵
庫
県
民
俗
研
究
会
は

住
所
が
同
じ
で
あ
っ
た
。

次
に
、
郷
土
史
を
明
ら
か
に
す
る
手
段
と
し

て
、
太
田
は
郷
土
史
料
の
蒐
集
と
並
行
し
て
考
古

学
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
『
考
古

学
』
へ
の
一
連
の
投
稿
や
『
兵
庫
県
金
石
年
表
』

な
ど
の
研
究
が
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

太
田
は
民
俗
学
的
事
象
に
つ
い
て
早
い
時
期
か

ら
関
心
を
示
し
て
い
る
。
表
９
を
時
系
列
で
見
て

い
く
と
、
初
期
の
論
考
は
も
っ
ぱ
ら
民
謡
に
集
中

し
て
い
た
が
、
次
第
に
出
身
地
付
近
の
民
俗
、
た

と
え
ば
糸
田
の
す
ぐ
南
に
あ
る
曾
左
村
の
追
儺
儀

礼
（「
播
磨
書
写
山
の
追
儺
」『
民
俗
芸
術
』
一
九
三

〇
年
）、
置
塩
村
の
牛
の
民
俗
（「
牛
に
関
す
る
方

言
と
俗
信
（
播
磨
飾
磨
郡
置
塩
村
付
近
）」『
兵
庫
県

民
俗
資
料
』
一
九
三
二
年
）、
夢
前
川
の
漁
獲
習
俗

表
９
　

太
田
陸
郎
投
稿
略
表
（
一
九
二
八
〜
一
九
三
八
年
）

『
民
俗
芸
術
』
月
刊
／
一
九
二
八
年
〜
一
九
三
二
年
／
地
平
社
書
房

←

民
俗
芸
術
の
会

一
九
二
八
年

「
播
磨
の
昔
踊
」『
民
俗
芸
術
』
一

－

八

「
酒
造
業
者
の
歌
̶
摂
州
灘
五
郷
̶
」『
民
俗
芸
術
』
一

－

一
二

一
九
三
〇
年

「
播
磨
書
写
山
の
追
儺
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

二

「
摂
津
長
田
神
社
の
追
儺
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

三

「
網
干
音
頭
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

八

「
美
田
八
幡
宮
の
神
の
相
撲
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

九

「
く
つ
草
鞋
と
つ
ま
ご
草
履
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

九

『
考
古
学
』
隔
月
刊
／
一
九
三
〇
年
〜
一
九
四
一
年
／
東
京
考
古
学
会

一
九
三
〇
年

「
丹
波
ア
サ
カ
塚
踏
査
略
報
」『
考
古
学
』
一

－
一

一
九
三
一
年

浅
田
芳
郎
と
「
但
馬
出
石
神
社
近
傍
発
見
蔵
骨
器
」『
考
古
学
』
二

－

三

「
有
鰭
埴
輪
円
筒
」『
考
古
学
』
二

－
四

一
九
三
二
年
　

「
神
戸
市
の
史
前
遺
跡
」『
考
古
学
』
三

－

二

『
兵
庫
史
談
』
月
刊
／
一
九
二
六
年
〜
／
神
戸
史
談
会

一
九
三
二
年

「
播
磨
古
瓦
譜
」『
兵
庫
史
談
』
一

－

四

一
九
三
三
年

「
播
磨
鑑
の
草
稿
本
と
其
著
者
平
野
庸
修
」『
兵
庫
史
談
』
二

－

三

「
兵
庫
県
下
刀
匠
雑
記
」『
兵
庫
史
談
』
二

－

六

一
九
三
四
年

「
池
田
輝
政
検
地
の
一
史
料
」『
兵
庫
史
談
』
三

－

九

「
兵
庫
県
金
石
年
表
」『
兵
庫
史
談
』
三

－

一
一

一
九
三
五
年

「
兵
庫
県
金
石
年
表
補
遺
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

一

「
摂
津
売
布
神
社
発
見
銅
鏃
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

三

「
有
馬
郡
道
場
に
於
け
る
石
剣
の
発
見
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

七

「
高
田
屋
嘉
兵
衛
関
係
史
料
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

八

「
兵
庫
津
明
細
帳
抄
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

九

「
兵
庫
津
北
濱
会
所
古
文
書
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

一
一

「
天
明
七
年
兵
庫
津
打
潰
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

一
二

一
九
三
六
年

「
石
峯
寺
記
録
」『
兵
庫
史
談
』
五

－

三

「
神
戸
妙
法
寺
村
年
中
行
事
」『
兵
庫
史
談
』
五

－

四

「
兵
庫
津
、
慶
長
・
寛
政
地
子
そ
の
他
に
就
い
て
」『
兵
庫
史
談
』
五

－

六

「
但
馬
出
石
焼
窯
元
古
記
録
（
一
、
二
）『
兵
庫
史
談
』
五

－

一
〇
、
五

－

一
一

「
遠
州
引
左
郡
滝
沢
村
記
二
」『
兵
庫
史
談
』
五

－

一
一

一
九
三
七
年

「
兵
庫
県
下
藩
時
代
の
漁
政
史
料
（
一
〜
三
）『
兵
庫
史
談
』
六

－

七
〜
六

－

九

『
兵
庫
県
民
俗
資
料
』／
一
九
三
二
年
〜
一
九
三
五
年
／
兵
庫
県
民
俗
研
究
会

一
九
三
二
年
五
月
　

第
一
輯

「
播
州
白
国
村
旱
魃
雨
乞
願
開
歌
音
頭
　

雨
乞
唄
解
題
」

「
丹
波
沢
田
八
幡
鱧
切
祭
」

『
播
磨
飾
磨
郡
置
塩
郷
昔
踊
歌
』
太
田
氏
所
蔵
天
明
写
本
、
解
説
　

一
九
三
二
年
六
月
　

第
二
輯

「
文
久
本
　

昔
踊
哥
　

昔
踊
解
題
」
名
倉
家
所
蔵
資
料

「
兵
庫
県
下
の
手
鞠
歌
」
大
阪
朝
日
新
聞
神
戸
附
録
記
事
よ
り
転
載
、
注

「
丹
波
氷
上
郡
地
方
の
こ
と
祭
り
」
図
あ
り

「
播
磨
動
植
物
方
言
抄
」

一
九
三
二
年
七
月
　

第
三
輯

「
牛
に
関
す
る
方
言
と
俗
信
」（
播
磨
飾
磨
郡
置
塩
村
付
近
）

「
播
磨
民
謡
小
記
」

一
九
三
二
年
八
月
　

第
四
輯

「
表
紙
写
真
説
明
　

豊
岡
盆
踊
」

「
但
馬
の
親
方
子
方
制
度
」

「
播
磨
盆
踊
に
関
す
る
一
考
察
」

一
九
三
二
年
九
月
　

第
五
輯

「
北
摂
鈴
蘭
台
盆
踊
見
物
記
」

一
九
三
二
年
十
一
月
　

第
六
輯

「
淡
路
由
良
湊
神
社
の
鈴
」
図
と
解
説

「
播
磨
神
崎
郡
船
津
村
八
幡
神
社
の
秋
祭
と
屋
台
」

「
但
馬
河
す
そ
祭
（
予
報
）」

「
津
ノ
宮
御
旅
提
灯
」

「
播
磨
の
秋
祭
り
と
屋
台
」

一
九
三
二
年
か
一
九
三
三
年
　

第
七
輯

「
但
馬
牛
と
伝
説
」

「
但
馬
方
言
雑
爼
並
補
遺
」

「
遍
臭
後
気
」

一
九
三
三
年
二
月
　

第
八
輯

「
播
西
摂
地
方
田
園
関
係
俚
諺
」

「
但
馬
方
言
雑
爼
並
補
遺
（
二
）」

一
九
三
三
年
五
月
　

第
九
輯
　

「
加
古
郡
加
古
川
町
鶴
林
寺
の
追
儺
」

あ
ま
こ
え
お
ど
り
歌
解
題
（
歌
詞
八
集
所
収
）」

一
九
三
三
年
九
月
　

第
十
一
輯

「
美
嚢
郡
大
畑
の
虫
送
り
」

「
淡
路
順
礼
」

「
夏
の
農
民
と
土
俗
」

一
九
三
三
年
十
二
月
　

第
十
二
輯

「
兵
庫
県
採
集
俚
謡
文
部
省
報
告
書
」
兵
庫
県
農
務
課
民
謡
調
査
記
録

一
九
三
四
年
四
月
　

第
十
三
輯

「
古
形
式
を
も
つ
民
家
津
門
前
田
氏
邸
」

「
高
砂
附
近
漁
撈
抄
記
」

一
九
三
四
年
十
一
月
　

第
十
五
輯

「
西
神
戸
に
お
け
る
遊
戯
唄
の
覚
書
」

「
但
馬
の
民
家
に
関
す
る
一
統
計
」

一
九
三
五
年
五
月
　

第
十
七
輯

写
真
「
わ
」
と
「
こ
ぐ
つ
」
の
説
明

「
妙
法
寺
の
年
中
行
事
（
一
）」

一
九
三
五
年
十
月
　

第
十
八
輯

「
兵
庫
節
遺
存
の
確
認
に
よ
る
そ
の
再
検
討
」

「
葬
制
雑
記
」

『
近
畿
民
俗
』
隔
月
刊
／
一
九
三
六
年
〜
一
九
三
七
年
／
近
畿
民
俗
刊
行
会

←

近
畿
民
俗
学
会

「
播
但
山
林
の
た
き
も
ん
」「
ジ
ン
キ
と
シ
ラ
メ
の
話
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

一

河
本
正
義
、
玉
岡
松
一
郎
と
「
但
馬
養
父
郡
大
杉
村
民
俗
記
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

二

「
遠
州
引
左
郡
滝
沢
村
記
」「
も
ち
や
そ
び
の
追
想
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

三

「
但
馬
の
親
方
子
方
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

四

森
下
賎
男
と
「
播
磨
奥
吉
川
村
若
宮
八
幡
宮
座
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

五

「
無
足
人
に
就
て
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

六

「
よ
ば
し
・
ひ
き
わ
り
・
桜
麦
」「
正
月
を
中
心
と
し
た
食
物
の
調
査
」『
近
畿
民
俗
』
二

－

一

「
農
業
関
係
俚
諺
の
地
域
性
」『
近
畿
民
俗
』
二

－

二

『
旅
と
伝
説
』
月
刊
／
一
九
二
八
年
〜
一
九
四
四
年
／
三
元
社

一
九
三
六
年
　

「
九
州
人
吉
に
遺
る
ウ
ン
ス
ン
歌
留
多
」『
旅
と
伝
説
』
九

－

二

　

「
名
月
姫
伝
説
を
訪
ね
て
」『
旅
と
伝
説
』
九

－

六

一
九
三
八
年
　

「
摂
津
、
但
馬
に
残
る
二
三
の
市
に
就
て
」『
旅
と
伝
説
』
一
一

－

二

そ
の
他
（
一
部
）

一
九
二
八
年
一
月
十
〜
十
四
日
「
民
謡
を
訪
ね
て

－

県
下
民
謡
私
考

－

」『
大
阪
毎
日
新
聞

　

神
戸
版
』

一
九
二
八
年
九
月
　

「
播
磨
国
神
種
発
見
の
銅
鐸
」『
考
古
学
雑
誌
』
一
八

－

九

一
九
二
九
年
一
月
　

「
酒
造
作
業
歌
」『
酒
造
関
係
稼
人
調
査
』
付
録
、
兵
庫
県
学
務
部
社

 　

会
課

一
九
三
一
年
　
　
　

「
西
摂
古
謡
考
稿
抄
」『
民
謡
レ
ビ
ュ
ー
』
一
二
号

一
九
三
二
年
八
月
　

「
淡
路
由
良
附
近
の
盆
踊
」『
上
方
』
第
二
〇
号
《
上
方
盆
踊
号
》

一
九
三
二
年
八
月
　

「
播
磨
国
飾
磨
郡
置
塩
村
の
牛
の
は
な
と
お
し
、
は
な
る
ろ
（
鼻
環
）

　

の
図
」『
民
俗
学
』
四

－

八

一
九
三
三
年
三
月
　

「
夢
前
川
漁
獲
習
俗
雑
記
」『
播
磨
』
二

－

二
《
民
俗
号
》

一
九
三
三
年
五
月
〜
　

「
カ
ウ
ベ
風
土
記
」『
神
戸
新
聞
』

一
九
三
三
年
七
月
　

「
兵
庫
県
の
盆
踊
」『
郷
土
風
景
』《
諸
国
盆
踊
号
》

一
九
三
四
年
三
月
　

「
丹
波
沢
田
八
幡
鱧
切
祭
」『
郷
土
芸
術
』
三

－

三

一
九
三
四
年
四
月
　

「
姫
路
藩
に
於
け
る
救
護
施
設
」『
方
面
』

一
九
三
四
年
八
月
　

「
出
稼
と
民
謡
」『
職
業
紹
介
』
二

－

八

一
九
三
五
年
四
月
　

「
但
馬
の
横
行
路
」『
土
の
香
』
一
五

－

一

一
九
三
六
年
四
月
　

「
夢
前
川
流
域
食
用
植
物
の
方
言
と
俗
信
」『
郷
土
文
化
』
創
刊
号

一
九
三
六
年
八
月
　

「
土
版
塔
婆
に
就
い
て
」『
史
跡
と
美
術
』
七

－

八

一
九
三
六
年
十
一
月
　

「
オ
ン
ザ
小
記
」『
民
間
伝
承
』
二

－

三

一
九
三
七
年
十
一
月
　

「
孝
子
伝
瑣
談
」『
兵
庫
県
社
会
事
業
』
一

－

四

一
九
三
八
年
　
　
　

「
兵
庫
県
農
山
村
食
物
の
二
三
の
事
例
」『
兵
庫
県
社
会
事
業
』
二

－

三

出
典
：
諸
雑
誌
、
加
茂
幸
男
『
太
田
陸
郎
伝
』
一
九
九
二
年
、
日
本
民
俗
学
会
編
『
民
俗
学
関
係
雑
誌
文

　

献
総
覧
』
一
九
八
〇
年
な
ど
を
参
照
し
た
。
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（「
夢
前
川
漁
獲
習
俗
雑
記
」『
播
磨
』
一
九
三
三
年
）

な
ど
に
拡
大
し
、
踏
査
の
記
録
も
散
見
す
る
。

最
後
に
、
地
元
の
評
価
で
は
太
田
は
「
郷
土
史

研
究
家
と
し
て
夙
に
令
名
あ
り
、
ひ
さ
し
く
神
戸

史
談
会
な
ら
び
に
兵
庫
県
民
俗
研
究
会
に
よ
つ
て

神
戸
史
蹟
の
研
究
紹
介
に
没
頭
し
、
そ
の
大
い
な

る
功
績
斯
界
の
嘱
目
を
唆
つ
て
い
る
隠
れ
た
篤
学

の
人
」（

14
）で
あ
り
、「
神
戸
史
談
会
の
重
鎮
、
古

い
こ
と
な
ら
こ
こ
へ
持
つ
て
行
け
ば
何
で
も
分
る

と
い
ふ
権
威
者
、
何
か
史
蹟
な
ど
発
見
さ
れ
る

と
、
き
つ
と
同
君
の
名
が
出
て
い
る
」（

15
）と
い
う

人
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
全
体
の
傾
向
と
し
て
一

九
三
五
年
以
降
『
近
畿
民
俗
』
や
『
旅
と
伝
説
』

に
発
表
し
た
論
考
は
初
期
の
郷
土
史
的
な
も
の
が

ほ
ぼ
見
え
な
く
な
り
、
古
い
文
献
資
料
に
依
拠
す

る
手
法
で
は
な
く
、
現
地
調
査
に
よ
り
精
力
的
に

取
り
組
む
と
い
う
姿
勢
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。

ほ
ぼ
同
時
に
、
太
田
は
自
分
の
研
究
の
整
理
作

業
を
始
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
民
謡
に
つ
い
て

は
、
初
期
か
ら
関
心
を
持
ち
続
け
、
資
料
の
紹
介

表
９
　

太
田
陸
郎
投
稿
略
表
（
一
九
二
八
〜
一
九
三
八
年
）

『
民
俗
芸
術
』
月
刊
／
一
九
二
八
年
〜
一
九
三
二
年
／
地
平
社
書
房

←

民
俗
芸
術
の
会

一
九
二
八
年

「
播
磨
の
昔
踊
」『
民
俗
芸
術
』
一

－

八

「
酒
造
業
者
の
歌
̶
摂
州
灘
五
郷
̶
」『
民
俗
芸
術
』
一

－

一
二

一
九
三
〇
年

「
播
磨
書
写
山
の
追
儺
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

二

「
摂
津
長
田
神
社
の
追
儺
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

三

「
網
干
音
頭
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

八

「
美
田
八
幡
宮
の
神
の
相
撲
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

九

「
く
つ
草
鞋
と
つ
ま
ご
草
履
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

九

『
考
古
学
』
隔
月
刊
／
一
九
三
〇
年
〜
一
九
四
一
年
／
東
京
考
古
学
会

一
九
三
〇
年

「
丹
波
ア
サ
カ
塚
踏
査
略
報
」『
考
古
学
』
一

－

一

一
九
三
一
年

浅
田
芳
郎
と
「
但
馬
出
石
神
社
近
傍
発
見
蔵
骨
器
」『
考
古
学
』
二

－

三

「
有
鰭
埴
輪
円
筒
」『
考
古
学
』
二

－

四

一
九
三
二
年
　

「
神
戸
市
の
史
前
遺
跡
」『
考
古
学
』
三

－

二

『
兵
庫
史
談
』
月
刊
／
一
九
二
六
年
〜
／
神
戸
史
談
会

一
九
三
二
年

「
播
磨
古
瓦
譜
」『
兵
庫
史
談
』
一

－

四

一
九
三
三
年

「
播
磨
鑑
の
草
稿
本
と
其
著
者
平
野
庸
修
」『
兵
庫
史
談
』
二

－

三

「
兵
庫
県
下
刀
匠
雑
記
」『
兵
庫
史
談
』
二

－

六

一
九
三
四
年

「
池
田
輝
政
検
地
の
一
史
料
」『
兵
庫
史
談
』
三

－

九

「
兵
庫
県
金
石
年
表
」『
兵
庫
史
談
』
三

－

一
一

一
九
三
五
年

「
兵
庫
県
金
石
年
表
補
遺
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

一

「
摂
津
売
布
神
社
発
見
銅
鏃
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

三

「
有
馬
郡
道
場
に
於
け
る
石
剣
の
発
見
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

七

「
高
田
屋
嘉
兵
衛
関
係
史
料
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

八

「
兵
庫
津
明
細
帳
抄
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

九

「
兵
庫
津
北
濱
会
所
古
文
書
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

一
一

「
天
明
七
年
兵
庫
津
打
潰
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

一
二

一
九
三
六
年

「
石
峯
寺
記
録
」『
兵
庫
史
談
』
五

－

三

「
神
戸
妙
法
寺
村
年
中
行
事
」『
兵
庫
史
談
』
五

－

四

「
兵
庫
津
、
慶
長
・
寛
政
地
子
そ
の
他
に
就
い
て
」『
兵
庫
史
談
』
五

－

六

「
但
馬
出
石
焼
窯
元
古
記
録
（
一
、
二
）『
兵
庫
史
談
』
五

－

一
〇
、
五

－

一
一

「
遠
州
引
左
郡
滝
沢
村
記
二
」『
兵
庫
史
談
』
五

－
一
一

一
九
三
七
年

「
兵
庫
県
下
藩
時
代
の
漁
政
史
料
（
一
〜
三
）『
兵
庫
史
談
』
六

－

七
〜
六

－

九

『
兵
庫
県
民
俗
資
料
』／
一
九
三
二
年
〜
一
九
三
五
年
／
兵
庫
県
民
俗
研
究
会

一
九
三
二
年
五
月
　

第
一
輯

「
播
州
白
国
村
旱
魃
雨
乞
願
開
歌
音
頭
　

雨
乞
唄
解
題
」

「
丹
波
沢
田
八
幡
鱧
切
祭
」

『
播
磨
飾
磨
郡
置
塩
郷
昔
踊
歌
』
太
田
氏
所
蔵
天
明
写
本
、
解
説
　

一
九
三
二
年
六
月
　

第
二
輯

「
文
久
本
　

昔
踊
哥
　

昔
踊
解
題
」
名
倉
家
所
蔵
資
料

「
兵
庫
県
下
の
手
鞠
歌
」
大
阪
朝
日
新
聞
神
戸
附
録
記
事
よ
り
転
載
、
注

「
丹
波
氷
上
郡
地
方
の
こ
と
祭
り
」
図
あ
り

「
播
磨
動
植
物
方
言
抄
」

一
九
三
二
年
七
月
　

第
三
輯

「
牛
に
関
す
る
方
言
と
俗
信
」（
播
磨
飾
磨
郡
置
塩
村
付
近
）

「
播
磨
民
謡
小
記
」

一
九
三
二
年
八
月
　

第
四
輯

「
表
紙
写
真
説
明
　

豊
岡
盆
踊
」

「
但
馬
の
親
方
子
方
制
度
」

「
播
磨
盆
踊
に
関
す
る
一
考
察
」

一
九
三
二
年
九
月
　

第
五
輯

「
北
摂
鈴
蘭
台
盆
踊
見
物
記
」

一
九
三
二
年
十
一
月
　

第
六
輯

「
淡
路
由
良
湊
神
社
の
鈴
」
図
と
解
説

「
播
磨
神
崎
郡
船
津
村
八
幡
神
社
の
秋
祭
と
屋
台
」

「
但
馬
河
す
そ
祭
（
予
報
）」

「
津
ノ
宮
御
旅
提
灯
」

「
播
磨
の
秋
祭
り
と
屋
台
」

一
九
三
二
年
か
一
九
三
三
年
　

第
七
輯

「
但
馬
牛
と
伝
説
」

「
但
馬
方
言
雑
爼
並
補
遺
」

「
遍
臭
後
気
」

一
九
三
三
年
二
月
　

第
八
輯

「
播
西
摂
地
方
田
園
関
係
俚
諺
」

「
但
馬
方
言
雑
爼
並
補
遺
（
二
）」

一
九
三
三
年
五
月
　

第
九
輯
　

「
加
古
郡
加
古
川
町
鶴
林
寺
の
追
儺
」

あ
ま
こ
え
お
ど
り
歌
解
題
（
歌
詞
八
集
所
収
）」

一
九
三
三
年
九
月
　

第
十
一
輯

「
美
嚢
郡
大
畑
の
虫
送
り
」

「
淡
路
順
礼
」

「
夏
の
農
民
と
土
俗
」

一
九
三
三
年
十
二
月
　

第
十
二
輯

「
兵
庫
県
採
集
俚
謡
文
部
省
報
告
書
」
兵
庫
県
農
務
課
民
謡
調
査
記
録

一
九
三
四
年
四
月
　

第
十
三
輯

「
古
形
式
を
も
つ
民
家
津
門
前
田
氏
邸
」

「
高
砂
附
近
漁
撈
抄
記
」

一
九
三
四
年
十
一
月
　

第
十
五
輯

「
西
神
戸
に
お
け
る
遊
戯
唄
の
覚
書
」

「
但
馬
の
民
家
に
関
す
る
一
統
計
」

一
九
三
五
年
五
月
　

第
十
七
輯

写
真
「
わ
」
と
「
こ
ぐ
つ
」
の
説
明

「
妙
法
寺
の
年
中
行
事
（
一
）」

一
九
三
五
年
十
月
　

第
十
八
輯

「
兵
庫
節
遺
存
の
確
認
に
よ
る
そ
の
再
検
討
」

「
葬
制
雑
記
」

『
近
畿
民
俗
』
隔
月
刊
／
一
九
三
六
年
〜
一
九
三
七
年
／
近
畿
民
俗
刊
行
会

←

近
畿
民
俗
学
会

「
播
但
山
林
の
た
き
も
ん
」「
ジ
ン
キ
と
シ
ラ
メ
の
話
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

一

河
本
正
義
、
玉
岡
松
一
郎
と
「
但
馬
養
父
郡
大
杉
村
民
俗
記
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

二

「
遠
州
引
左
郡
滝
沢
村
記
」「
も
ち
や
そ
び
の
追
想
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

三

「
但
馬
の
親
方
子
方
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

四

森
下
賎
男
と
「
播
磨
奥
吉
川
村
若
宮
八
幡
宮
座
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

五

「
無
足
人
に
就
て
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

六

「
よ
ば
し
・
ひ
き
わ
り
・
桜
麦
」「
正
月
を
中
心
と
し
た
食
物
の
調
査
」『
近
畿
民
俗
』
二

－

一

「
農
業
関
係
俚
諺
の
地
域
性
」『
近
畿
民
俗
』
二

－

二

『
旅
と
伝
説
』
月
刊
／
一
九
二
八
年
〜
一
九
四
四
年
／
三
元
社

一
九
三
六
年
　

「
九
州
人
吉
に
遺
る
ウ
ン
ス
ン
歌
留
多
」『
旅
と
伝
説
』
九

－

二

　

「
名
月
姫
伝
説
を
訪
ね
て
」『
旅
と
伝
説
』
九

－

六

一
九
三
八
年
　

「
摂
津
、
但
馬
に
残
る
二
三
の
市
に
就
て
」『
旅
と
伝
説
』
一
一

－

二

そ
の
他
（
一
部
）

一
九
二
八
年
一
月
十
〜
十
四
日
「
民
謡
を
訪
ね
て

－

県
下
民
謡
私
考

－

」『
大
阪
毎
日
新
聞

　

神
戸
版
』

一
九
二
八
年
九
月
　

「
播
磨
国
神
種
発
見
の
銅
鐸
」『
考
古
学
雑
誌
』
一
八

－

九

一
九
二
九
年
一
月
　

「
酒
造
作
業
歌
」『
酒
造
関
係
稼
人
調
査
』
付
録
、
兵
庫
県
学
務
部
社

 　

会
課

一
九
三
一
年
　
　
　

「
西
摂
古
謡
考
稿
抄
」『
民
謡
レ
ビ
ュ
ー
』
一
二
号

一
九
三
二
年
八
月
　

「
淡
路
由
良
附
近
の
盆
踊
」『
上
方
』
第
二
〇
号
《
上
方
盆
踊
号
》

一
九
三
二
年
八
月
　

「
播
磨
国
飾
磨
郡
置
塩
村
の
牛
の
は
な
と
お
し
、
は
な
る
ろ
（
鼻
環
）

　

の
図
」『
民
俗
学
』
四

－

八

一
九
三
三
年
三
月
　

「
夢
前
川
漁
獲
習
俗
雑
記
」『
播
磨
』
二

－

二
《
民
俗
号
》

一
九
三
三
年
五
月
〜
　

「
カ
ウ
ベ
風
土
記
」『
神
戸
新
聞
』

一
九
三
三
年
七
月
　

「
兵
庫
県
の
盆
踊
」『
郷
土
風
景
』《
諸
国
盆
踊
号
》

一
九
三
四
年
三
月
　

「
丹
波
沢
田
八
幡
鱧
切
祭
」『
郷
土
芸
術
』
三

－

三

一
九
三
四
年
四
月
　

「
姫
路
藩
に
於
け
る
救
護
施
設
」『
方
面
』

一
九
三
四
年
八
月
　

「
出
稼
と
民
謡
」『
職
業
紹
介
』
二

－

八

一
九
三
五
年
四
月
　

「
但
馬
の
横
行
路
」『
土
の
香
』
一
五

－

一

一
九
三
六
年
四
月
　

「
夢
前
川
流
域
食
用
植
物
の
方
言
と
俗
信
」『
郷
土
文
化
』
創
刊
号

一
九
三
六
年
八
月
　

「
土
版
塔
婆
に
就
い
て
」『
史
跡
と
美
術
』
七

－

八

一
九
三
六
年
十
一
月
　

「
オ
ン
ザ
小
記
」『
民
間
伝
承
』
二

－

三

一
九
三
七
年
十
一
月
　

「
孝
子
伝
瑣
談
」『
兵
庫
県
社
会
事
業
』
一

－

四

一
九
三
八
年
　
　
　

「
兵
庫
県
農
山
村
食
物
の
二
三
の
事
例
」『
兵
庫
県
社
会
事
業
』
二

－

三

出
典
：
諸
雑
誌
、
加
茂
幸
男
『
太
田
陸
郎
伝
』
一
九
九
二
年
、
日
本
民
俗
学
会
編
『
民
俗
学
関
係
雑
誌
文

　

献
総
覧
』
一
九
八
〇
年
な
ど
を
参
照
し
た
。
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や
採
集
の
報
告
な
ど
度
々
発
表
し
て
き
た
が
、
一

九
三
五
年
十
月
に
そ
の
理
論
化
を
図
り
、「
今
日

ま
で
兵
庫
節
に
関
し
て
発
表
し
た
小
論
に
対
し
て

補
正
す
る
と
共
に
、
研
究
上
の
新
基
礎
を
」
築
く

研
究
と
し
て
、「
兵
庫
節
遺
存
の
確
認
に
よ
る
そ

の
再
検
討
」
と
い
う
一
文
を
発
表
し
た（

16
）。
そ

こ
で
従
来
の
民
謡
研
究
が
「
主
と
し
て
史
的
考
察

に
止
つ
て
現
代
流
布
の
歌
謡
関
係
と
は
あ
ま
り
ふ

れ
ら
れ
な
か
つ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
、「
兵
庫
節

調
の
実
体
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
」
そ
の
流

行
下
限
や
流
行
地
域
、
変
転
期
等
を
把
握
す
べ
き

だ
と
指
摘
し
、
初
歩
的
な
結
論
を
提
示
し
て
い

る
。ま

た
一
九
三
六
年
の
「
但
馬
の
親
方
子
方
制

度
」（

17
）に
お
い
て
は
、
三
〇
年
代
初
期
か
ら
関
心

を
持
ち
、
折
り
あ
っ
て
研
究
の
進
捗
を
報
告
し
て

き
た（

18
）こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
よ
り
精
緻
な

分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

表
９
　

太
田
陸
郎
投
稿
略
表
（
一
九
二
八
〜
一
九
三
八
年
）

『
民
俗
芸
術
』
月
刊
／
一
九
二
八
年
〜
一
九
三
二
年
／
地
平
社
書
房

←

民
俗
芸
術
の
会

一
九
二
八
年

「
播
磨
の
昔
踊
」『
民
俗
芸
術
』
一

－

八

「
酒
造
業
者
の
歌
̶
摂
州
灘
五
郷
̶
」『
民
俗
芸
術
』
一

－

一
二

一
九
三
〇
年

「
播
磨
書
写
山
の
追
儺
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

二

「
摂
津
長
田
神
社
の
追
儺
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

三

「
網
干
音
頭
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

八

「
美
田
八
幡
宮
の
神
の
相
撲
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

九

「
く
つ
草
鞋
と
つ
ま
ご
草
履
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

九

『
考
古
学
』
隔
月
刊
／
一
九
三
〇
年
〜
一
九
四
一
年
／
東
京
考
古
学
会

一
九
三
〇
年

「
丹
波
ア
サ
カ
塚
踏
査
略
報
」『
考
古
学
』
一

－

一

一
九
三
一
年

浅
田
芳
郎
と
「
但
馬
出
石
神
社
近
傍
発
見
蔵
骨
器
」『
考
古
学
』
二

－

三

「
有
鰭
埴
輪
円
筒
」『
考
古
学
』
二

－

四

一
九
三
二
年
　

「
神
戸
市
の
史
前
遺
跡
」『
考
古
学
』
三

－

二

『
兵
庫
史
談
』
月
刊
／
一
九
二
六
年
〜
／
神
戸
史
談
会

一
九
三
二
年

「
播
磨
古
瓦
譜
」『
兵
庫
史
談
』
一

－

四

一
九
三
三
年

「
播
磨
鑑
の
草
稿
本
と
其
著
者
平
野
庸
修
」『
兵
庫
史
談
』
二

－

三

「
兵
庫
県
下
刀
匠
雑
記
」『
兵
庫
史
談
』
二

－

六

一
九
三
四
年

「
池
田
輝
政
検
地
の
一
史
料
」『
兵
庫
史
談
』
三

－

九

「
兵
庫
県
金
石
年
表
」『
兵
庫
史
談
』
三

－

一
一

一
九
三
五
年

「
兵
庫
県
金
石
年
表
補
遺
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

一

「
摂
津
売
布
神
社
発
見
銅
鏃
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

三

「
有
馬
郡
道
場
に
於
け
る
石
剣
の
発
見
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

七

「
高
田
屋
嘉
兵
衛
関
係
史
料
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

八

「
兵
庫
津
明
細
帳
抄
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

九

「
兵
庫
津
北
濱
会
所
古
文
書
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

一
一

「
天
明
七
年
兵
庫
津
打
潰
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

一
二

一
九
三
六
年

「
石
峯
寺
記
録
」『
兵
庫
史
談
』
五

－

三

「
神
戸
妙
法
寺
村
年
中
行
事
」『
兵
庫
史
談
』
五

－

四

「
兵
庫
津
、
慶
長
・
寛
政
地
子
そ
の
他
に
就
い
て
」『
兵
庫
史
談
』
五

－

六

「
但
馬
出
石
焼
窯
元
古
記
録
（
一
、
二
）『
兵
庫
史
談
』
五

－

一
〇
、
五

－

一
一

「
遠
州
引
左
郡
滝
沢
村
記
二
」『
兵
庫
史
談
』
五

－

一
一

一
九
三
七
年

「
兵
庫
県
下
藩
時
代
の
漁
政
史
料
（
一
〜
三
）『
兵
庫
史
談
』
六

－

七
〜
六

－

九

『
兵
庫
県
民
俗
資
料
』／
一
九
三
二
年
〜
一
九
三
五
年
／
兵
庫
県
民
俗
研
究
会

一
九
三
二
年
五
月
　

第
一
輯

「
播
州
白
国
村
旱
魃
雨
乞
願
開
歌
音
頭
　

雨
乞
唄
解
題
」

「
丹
波
沢
田
八
幡
鱧
切
祭
」

『
播
磨
飾
磨
郡
置
塩
郷
昔
踊
歌
』
太
田
氏
所
蔵
天
明
写
本
、
解
説
　

一
九
三
二
年
六
月
　

第
二
輯

「
文
久
本
　

昔
踊
哥
　

昔
踊
解
題
」
名
倉
家
所
蔵
資
料

「
兵
庫
県
下
の
手
鞠
歌
」
大
阪
朝
日
新
聞
神
戸
附
録
記
事
よ
り
転
載
、
注

「
丹
波
氷
上
郡
地
方
の
こ
と
祭
り
」
図
あ
り

「
播
磨
動
植
物
方
言
抄
」

一
九
三
二
年
七
月
　

第
三
輯

「
牛
に
関
す
る
方
言
と
俗
信
」（
播
磨
飾
磨
郡
置
塩
村
付
近
）

「
播
磨
民
謡
小
記
」

一
九
三
二
年
八
月
　

第
四
輯

「
表
紙
写
真
説
明
　

豊
岡
盆
踊
」

「
但
馬
の
親
方
子
方
制
度
」

「
播
磨
盆
踊
に
関
す
る
一
考
察
」

一
九
三
二
年
九
月
　

第
五
輯

「
北
摂
鈴
蘭
台
盆
踊
見
物
記
」

一
九
三
二
年
十
一
月
　

第
六
輯

「
淡
路
由
良
湊
神
社
の
鈴
」
図
と
解
説

「
播
磨
神
崎
郡
船
津
村
八
幡
神
社
の
秋
祭
と
屋
台
」

「
但
馬
河
す
そ
祭
（
予
報
）」

「
津
ノ
宮
御
旅
提
灯
」

「
播
磨
の
秋
祭
り
と
屋
台
」

一
九
三
二
年
か
一
九
三
三
年
　

第
七
輯

「
但
馬
牛
と
伝
説
」

「
但
馬
方
言
雑
爼
並
補
遺
」

「
遍
臭
後
気
」

一
九
三
三
年
二
月
　

第
八
輯

「
播
西
摂
地
方
田
園
関
係
俚
諺
」

「
但
馬
方
言
雑
爼
並
補
遺
（
二
）」

一
九
三
三
年
五
月
　

第
九
輯
　

「
加
古
郡
加
古
川
町
鶴
林
寺
の
追
儺
」

あ
ま
こ
え
お
ど
り
歌
解
題
（
歌
詞
八
集
所
収
）」

一
九
三
三
年
九
月
　

第
十
一
輯

「
美
嚢
郡
大
畑
の
虫
送
り
」

「
淡
路
順
礼
」

「
夏
の
農
民
と
土
俗
」

一
九
三
三
年
十
二
月
　

第
十
二
輯

「
兵
庫
県
採
集
俚
謡
文
部
省
報
告
書
」
兵
庫
県
農
務
課
民
謡
調
査
記
録

一
九
三
四
年
四
月
　

第
十
三
輯

「
古
形
式
を
も
つ
民
家
津
門
前
田
氏
邸
」

「
高
砂
附
近
漁
撈
抄
記
」

一
九
三
四
年
十
一
月
　

第
十
五
輯

「
西
神
戸
に
お
け
る
遊
戯
唄
の
覚
書
」

「
但
馬
の
民
家
に
関
す
る
一
統
計
」

一
九
三
五
年
五
月
　

第
十
七
輯

写
真
「
わ
」
と
「
こ
ぐ
つ
」
の
説
明

「
妙
法
寺
の
年
中
行
事
（
一
）」

一
九
三
五
年
十
月
　

第
十
八
輯

「
兵
庫
節
遺
存
の
確
認
に
よ
る
そ
の
再
検
討
」

「
葬
制
雑
記
」

『
近
畿
民
俗
』
隔
月
刊
／
一
九
三
六
年
〜
一
九
三
七
年
／
近
畿
民
俗
刊
行
会

←

近
畿
民
俗
学
会

「
播
但
山
林
の
た
き
も
ん
」「
ジ
ン
キ
と
シ
ラ
メ
の
話
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

一

河
本
正
義
、
玉
岡
松
一
郎
と
「
但
馬
養
父
郡
大
杉
村
民
俗
記
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

二

「
遠
州
引
左
郡
滝
沢
村
記
」「
も
ち
や
そ
び
の
追
想
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

三

「
但
馬
の
親
方
子
方
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

四

森
下
賎
男
と
「
播
磨
奥
吉
川
村
若
宮
八
幡
宮
座
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

五

「
無
足
人
に
就
て
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

六

「
よ
ば
し
・
ひ
き
わ
り
・
桜
麦
」「
正
月
を
中
心
と
し
た
食
物
の
調
査
」『
近
畿
民
俗
』
二

－

一

「
農
業
関
係
俚
諺
の
地
域
性
」『
近
畿
民
俗
』
二

－

二

『
旅
と
伝
説
』
月
刊
／
一
九
二
八
年
〜
一
九
四
四
年
／
三
元
社

一
九
三
六
年
　

「
九
州
人
吉
に
遺
る
ウ
ン
ス
ン
歌
留
多
」『
旅
と
伝
説
』
九

－

二

　

「
名
月
姫
伝
説
を
訪
ね
て
」『
旅
と
伝
説
』
九

－

六

一
九
三
八
年
　

「
摂
津
、
但
馬
に
残
る
二
三
の
市
に
就
て
」『
旅
と
伝
説
』
一
一

－

二

そ
の
他
（
一
部
）

一
九
二
八
年
一
月
十
〜
十
四
日
「
民
謡
を
訪
ね
て

－

県
下
民
謡
私
考

－

」『
大
阪
毎
日
新
聞

　

神
戸
版
』

一
九
二
八
年
九
月
　

「
播
磨
国
神
種
発
見
の
銅
鐸
」『
考
古
学
雑
誌
』
一
八

－

九

一
九
二
九
年
一
月
　

「
酒
造
作
業
歌
」『
酒
造
関
係
稼
人
調
査
』
付
録
、
兵
庫
県
学
務
部
社

 　

会
課

一
九
三
一
年
　
　
　

「
西
摂
古
謡
考
稿
抄
」『
民
謡
レ
ビ
ュ
ー
』
一
二
号

一
九
三
二
年
八
月
　

「
淡
路
由
良
附
近
の
盆
踊
」『
上
方
』
第
二
〇
号
《
上
方
盆
踊
号
》

一
九
三
二
年
八
月
　

「
播
磨
国
飾
磨
郡
置
塩
村
の
牛
の
は
な
と
お
し
、
は
な
る
ろ
（
鼻
環
）

　

の
図
」『
民
俗
学
』
四

－

八

一
九
三
三
年
三
月
　

「
夢
前
川
漁
獲
習
俗
雑
記
」『
播
磨
』
二

－

二
《
民
俗
号
》

一
九
三
三
年
五
月
〜
　

「
カ
ウ
ベ
風
土
記
」『
神
戸
新
聞
』

一
九
三
三
年
七
月
　

「
兵
庫
県
の
盆
踊
」『
郷
土
風
景
』《
諸
国
盆
踊
号
》

一
九
三
四
年
三
月
　

「
丹
波
沢
田
八
幡
鱧
切
祭
」『
郷
土
芸
術
』
三

－

三

一
九
三
四
年
四
月
　

「
姫
路
藩
に
於
け
る
救
護
施
設
」『
方
面
』

一
九
三
四
年
八
月
　

「
出
稼
と
民
謡
」『
職
業
紹
介
』
二

－

八

一
九
三
五
年
四
月
　

「
但
馬
の
横
行
路
」『
土
の
香
』
一
五

－

一

一
九
三
六
年
四
月
　

「
夢
前
川
流
域
食
用
植
物
の
方
言
と
俗
信
」『
郷
土
文
化
』
創
刊
号

一
九
三
六
年
八
月
　

「
土
版
塔
婆
に
就
い
て
」『
史
跡
と
美
術
』
七

－

八

一
九
三
六
年
十
一
月
　

「
オ
ン
ザ
小
記
」『
民
間
伝
承
』
二

－

三

一
九
三
七
年
十
一
月
　

「
孝
子
伝
瑣
談
」『
兵
庫
県
社
会
事
業
』
一

－

四

一
九
三
八
年
　
　
　

「
兵
庫
県
農
山
村
食
物
の
二
三
の
事
例
」『
兵
庫
県
社
会
事
業
』
二

－

三

出
典
：
諸
雑
誌
、
加
茂
幸
男
『
太
田
陸
郎
伝
』
一
九
九
二
年
、
日
本
民
俗
学
会
編
『
民
俗
学
関
係
雑
誌
文

　

献
総
覧
』
一
九
八
〇
年
な
ど
を
参
照
し
た
。
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３　

郷
土
か
ら
日
本
へ

太
田
の
活
動
の
背
景
に
は
、
当
時
全
国
規
模
で

民
俗
学
の
学
問
組
織
を
樹
立
し
よ
う
と
し
て
、
積

極
的
に
動
き
だ
し
た
柳
田
の
影
響
が
大
き
く
認
め

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
兵
庫
県
庁
に
勤
務
し
て
い
た

頃
、「
上
京
の
度
毎
に
時
間
を
つ
く
つ
て
は
先
生

を
お
訪
ね
し
て
色
々
御
教
へ
戴
い
て
ゐ
た
様
で
、

帰
つ
て
は
そ
の
時
の
こ
と
を
楽
し
さ
う
に
話
し
て

ゐ
ま
し
た
」
と
太
田
の
妻
幸
子
が
戦
後
に
回
想
し

て
い
る（

19
）。

『
民
間
伝
承
』
の
第
三
号
（
一
九
三
五
年
十
一
月
）

で
新
入
会
員
と
し
て
「
宮
武
省
三　

太
田
陸
郎
」

の
名
前
が
見
え
る
。
兵
庫
県
で
は
、
第
一
回
日
本

民
俗
学
講
習
会
に
出
席
し
た
西
谷
勝
也
、
石
田
太

兵
衛
や
、
十
月
七
日
ま
で
に
入
会
し
た
辰
井
隆
、

玉
岡
松
一
郎
、
吉
井
太
郎
、
落
合
重
信
、
後
藤
宗

弘
に
続
い
て
、
二
人
は
『
兵
庫
県
民
俗
資
料
』
の

初
期
同
人
の
中
で
一
番
早
く
入
会
し
た
者
で
あ
っ

た（
20
）。

全
国
に
会
員
を
持
つ
民
俗
学
の
中
央
組
織
が
発

表
９
　

太
田
陸
郎
投
稿
略
表
（
一
九
二
八
〜
一
九
三
八
年
）

『
民
俗
芸
術
』
月
刊
／
一
九
二
八
年
〜
一
九
三
二
年
／
地
平
社
書
房

←

民
俗
芸
術
の
会

一
九
二
八
年

「
播
磨
の
昔
踊
」『
民
俗
芸
術
』
一

－

八

「
酒
造
業
者
の
歌
̶
摂
州
灘
五
郷
̶
」『
民
俗
芸
術
』
一

－

一
二

一
九
三
〇
年

「
播
磨
書
写
山
の
追
儺
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

二

「
摂
津
長
田
神
社
の
追
儺
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

三

「
網
干
音
頭
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

八

「
美
田
八
幡
宮
の
神
の
相
撲
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

九

「
く
つ
草
鞋
と
つ
ま
ご
草
履
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

九

『
考
古
学
』
隔
月
刊
／
一
九
三
〇
年
〜
一
九
四
一
年
／
東
京
考
古
学
会

一
九
三
〇
年

「
丹
波
ア
サ
カ
塚
踏
査
略
報
」『
考
古
学
』
一

－

一

一
九
三
一
年

浅
田
芳
郎
と
「
但
馬
出
石
神
社
近
傍
発
見
蔵
骨
器
」『
考
古
学
』
二

－

三

「
有
鰭
埴
輪
円
筒
」『
考
古
学
』
二

－

四

一
九
三
二
年
　

「
神
戸
市
の
史
前
遺
跡
」『
考
古
学
』
三

－

二

『
兵
庫
史
談
』
月
刊
／
一
九
二
六
年
〜
／
神
戸
史
談
会

一
九
三
二
年

「
播
磨
古
瓦
譜
」『
兵
庫
史
談
』
一

－

四

一
九
三
三
年

「
播
磨
鑑
の
草
稿
本
と
其
著
者
平
野
庸
修
」『
兵
庫
史
談
』
二

－

三

「
兵
庫
県
下
刀
匠
雑
記
」『
兵
庫
史
談
』
二

－

六

一
九
三
四
年

「
池
田
輝
政
検
地
の
一
史
料
」『
兵
庫
史
談
』
三

－

九

「
兵
庫
県
金
石
年
表
」『
兵
庫
史
談
』
三

－

一
一

一
九
三
五
年

「
兵
庫
県
金
石
年
表
補
遺
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

一

「
摂
津
売
布
神
社
発
見
銅
鏃
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

三

「
有
馬
郡
道
場
に
於
け
る
石
剣
の
発
見
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

七

「
高
田
屋
嘉
兵
衛
関
係
史
料
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

八

「
兵
庫
津
明
細
帳
抄
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

九

「
兵
庫
津
北
濱
会
所
古
文
書
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

一
一

「
天
明
七
年
兵
庫
津
打
潰
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

一
二

一
九
三
六
年

「
石
峯
寺
記
録
」『
兵
庫
史
談
』
五

－

三

「
神
戸
妙
法
寺
村
年
中
行
事
」『
兵
庫
史
談
』
五

－

四

「
兵
庫
津
、
慶
長
・
寛
政
地
子
そ
の
他
に
就
い
て
」『
兵
庫
史
談
』
五

－

六

「
但
馬
出
石
焼
窯
元
古
記
録
（
一
、
二
）『
兵
庫
史
談
』
五

－

一
〇
、
五

－

一
一

「
遠
州
引
左
郡
滝
沢
村
記
二
」『
兵
庫
史
談
』
五

－

一
一

一
九
三
七
年

「
兵
庫
県
下
藩
時
代
の
漁
政
史
料
（
一
〜
三
）『
兵
庫
史
談
』
六

－

七
〜
六

－

九

『
兵
庫
県
民
俗
資
料
』／
一
九
三
二
年
〜
一
九
三
五
年
／
兵
庫
県
民
俗
研
究
会

一
九
三
二
年
五
月
　

第
一
輯

「
播
州
白
国
村
旱
魃
雨
乞
願
開
歌
音
頭
　

雨
乞
唄
解
題
」

「
丹
波
沢
田
八
幡
鱧
切
祭
」

『
播
磨
飾
磨
郡
置
塩
郷
昔
踊
歌
』
太
田
氏
所
蔵
天
明
写
本
、
解
説
　

一
九
三
二
年
六
月
　

第
二
輯

「
文
久
本
　

昔
踊
哥
　

昔
踊
解
題
」
名
倉
家
所
蔵
資
料

「
兵
庫
県
下
の
手
鞠
歌
」
大
阪
朝
日
新
聞
神
戸
附
録
記
事
よ
り
転
載
、
注

「
丹
波
氷
上
郡
地
方
の
こ
と
祭
り
」
図
あ
り

「
播
磨
動
植
物
方
言
抄
」

一
九
三
二
年
七
月
　

第
三
輯

「
牛
に
関
す
る
方
言
と
俗
信
」（
播
磨
飾
磨
郡
置
塩
村
付
近
）

「
播
磨
民
謡
小
記
」

一
九
三
二
年
八
月
　

第
四
輯

「
表
紙
写
真
説
明
　

豊
岡
盆
踊
」

「
但
馬
の
親
方
子
方
制
度
」

「
播
磨
盆
踊
に
関
す
る
一
考
察
」

一
九
三
二
年
九
月
　

第
五
輯

「
北
摂
鈴
蘭
台
盆
踊
見
物
記
」

一
九
三
二
年
十
一
月
　

第
六
輯

「
淡
路
由
良
湊
神
社
の
鈴
」
図
と
解
説

「
播
磨
神
崎
郡
船
津
村
八
幡
神
社
の
秋
祭
と
屋
台
」

「
但
馬
河
す
そ
祭
（
予
報
）」

「
津
ノ
宮
御
旅
提
灯
」

「
播
磨
の
秋
祭
り
と
屋
台
」

一
九
三
二
年
か
一
九
三
三
年
　

第
七
輯

「
但
馬
牛
と
伝
説
」

「
但
馬
方
言
雑
爼
並
補
遺
」

「
遍
臭
後
気
」

一
九
三
三
年
二
月
　

第
八
輯

「
播
西
摂
地
方
田
園
関
係
俚
諺
」

「
但
馬
方
言
雑
爼
並
補
遺
（
二
）」

一
九
三
三
年
五
月
　

第
九
輯
　

「
加
古
郡
加
古
川
町
鶴
林
寺
の
追
儺
」

あ
ま
こ
え
お
ど
り
歌
解
題
（
歌
詞
八
集
所
収
）」

一
九
三
三
年
九
月
　

第
十
一
輯

「
美
嚢
郡
大
畑
の
虫
送
り
」

「
淡
路
順
礼
」

「
夏
の
農
民
と
土
俗
」

一
九
三
三
年
十
二
月
　

第
十
二
輯

「
兵
庫
県
採
集
俚
謡
文
部
省
報
告
書
」
兵
庫
県
農
務
課
民
謡
調
査
記
録

一
九
三
四
年
四
月
　

第
十
三
輯

「
古
形
式
を
も
つ
民
家
津
門
前
田
氏
邸
」

「
高
砂
附
近
漁
撈
抄
記
」

一
九
三
四
年
十
一
月
　

第
十
五
輯

「
西
神
戸
に
お
け
る
遊
戯
唄
の
覚
書
」

「
但
馬
の
民
家
に
関
す
る
一
統
計
」

一
九
三
五
年
五
月
　

第
十
七
輯

写
真
「
わ
」
と
「
こ
ぐ
つ
」
の
説
明

「
妙
法
寺
の
年
中
行
事
（
一
）」

一
九
三
五
年
十
月
　

第
十
八
輯

「
兵
庫
節
遺
存
の
確
認
に
よ
る
そ
の
再
検
討
」

「
葬
制
雑
記
」

『
近
畿
民
俗
』
隔
月
刊
／
一
九
三
六
年
〜
一
九
三
七
年
／
近
畿
民
俗
刊
行
会

←

近
畿
民
俗
学
会

「
播
但
山
林
の
た
き
も
ん
」「
ジ
ン
キ
と
シ
ラ
メ
の
話
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

一

河
本
正
義
、
玉
岡
松
一
郎
と
「
但
馬
養
父
郡
大
杉
村
民
俗
記
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

二

「
遠
州
引
左
郡
滝
沢
村
記
」「
も
ち
や
そ
び
の
追
想
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

三

「
但
馬
の
親
方
子
方
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

四

森
下
賎
男
と
「
播
磨
奥
吉
川
村
若
宮
八
幡
宮
座
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

五

「
無
足
人
に
就
て
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

六

「
よ
ば
し
・
ひ
き
わ
り
・
桜
麦
」「
正
月
を
中
心
と
し
た
食
物
の
調
査
」『
近
畿
民
俗
』
二

－
一

「
農
業
関
係
俚
諺
の
地
域
性
」『
近
畿
民
俗
』
二

－

二

『
旅
と
伝
説
』
月
刊
／
一
九
二
八
年
〜
一
九
四
四
年
／
三
元
社

一
九
三
六
年
　

「
九
州
人
吉
に
遺
る
ウ
ン
ス
ン
歌
留
多
」『
旅
と
伝
説
』
九

－

二

　

「
名
月
姫
伝
説
を
訪
ね
て
」『
旅
と
伝
説
』
九

－

六

一
九
三
八
年
　

「
摂
津
、
但
馬
に
残
る
二
三
の
市
に
就
て
」『
旅
と
伝
説
』
一
一

－

二

そ
の
他
（
一
部
）

一
九
二
八
年
一
月
十
〜
十
四
日
「
民
謡
を
訪
ね
て

－

県
下
民
謡
私
考

－

」『
大
阪
毎
日
新
聞

　

神
戸
版
』

一
九
二
八
年
九
月
　

「
播
磨
国
神
種
発
見
の
銅
鐸
」『
考
古
学
雑
誌
』
一
八

－

九

一
九
二
九
年
一
月
　

「
酒
造
作
業
歌
」『
酒
造
関
係
稼
人
調
査
』
付
録
、
兵
庫
県
学
務
部
社

 　

会
課

一
九
三
一
年
　
　
　

「
西
摂
古
謡
考
稿
抄
」『
民
謡
レ
ビ
ュ
ー
』
一
二
号

一
九
三
二
年
八
月
　

「
淡
路
由
良
附
近
の
盆
踊
」『
上
方
』
第
二
〇
号
《
上
方
盆
踊
号
》

一
九
三
二
年
八
月
　

「
播
磨
国
飾
磨
郡
置
塩
村
の
牛
の
は
な
と
お
し
、
は
な
る
ろ
（
鼻
環
）

　

の
図
」『
民
俗
学
』
四

－

八

一
九
三
三
年
三
月
　

「
夢
前
川
漁
獲
習
俗
雑
記
」『
播
磨
』
二

－

二
《
民
俗
号
》

一
九
三
三
年
五
月
〜
　

「
カ
ウ
ベ
風
土
記
」『
神
戸
新
聞
』

一
九
三
三
年
七
月
　

「
兵
庫
県
の
盆
踊
」『
郷
土
風
景
』《
諸
国
盆
踊
号
》

一
九
三
四
年
三
月
　

「
丹
波
沢
田
八
幡
鱧
切
祭
」『
郷
土
芸
術
』
三

－

三

一
九
三
四
年
四
月
　

「
姫
路
藩
に
於
け
る
救
護
施
設
」『
方
面
』

一
九
三
四
年
八
月
　

「
出
稼
と
民
謡
」『
職
業
紹
介
』
二

－

八

一
九
三
五
年
四
月
　

「
但
馬
の
横
行
路
」『
土
の
香
』
一
五

－

一

一
九
三
六
年
四
月
　

「
夢
前
川
流
域
食
用
植
物
の
方
言
と
俗
信
」『
郷
土
文
化
』
創
刊
号

一
九
三
六
年
八
月
　

「
土
版
塔
婆
に
就
い
て
」『
史
跡
と
美
術
』
七

－

八

一
九
三
六
年
十
一
月
　

「
オ
ン
ザ
小
記
」『
民
間
伝
承
』
二

－

三

一
九
三
七
年
十
一
月
　

「
孝
子
伝
瑣
談
」『
兵
庫
県
社
会
事
業
』
一

－

四

一
九
三
八
年
　
　
　

「
兵
庫
県
農
山
村
食
物
の
二
三
の
事
例
」『
兵
庫
県
社
会
事
業
』
二

－

三

出
典
：
諸
雑
誌
、
加
茂
幸
男
『
太
田
陸
郎
伝
』
一
九
九
二
年
、
日
本
民
俗
学
会
編
『
民
俗
学
関
係
雑
誌
文

　

献
総
覧
』
一
九
八
〇
年
な
ど
を
参
照
し
た
。
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足
し
て
か
ら
、
柳
田
は
早
速
十
月
二
二
日
か
ら
十

一
月
九
日
に
か
け
て
、
長
野
、
愛
知
、
奈
良
、
大

阪
、
京
都
、
滋
賀
、
岐
阜
、
神
戸
、
鳥
取
な
ど
各

地
に
足
を
運
び
、
各
地
の
民
俗
研
究
会
や
学
校
な

ど
で
講
演
し
、
地
元
の
研
究
者
と
懇
談
し
た
。

柳
田
が
提
唱
す
る
「
平
民
の
過
去
を
知
る
こ

と
」（

21
）を
目
的
と
す
る
「
郷
土
研
究
」
は
、「
郷

土
を
研
究
し
よ
う
と
し
た
の
で
無
く
、
郷
土
で
或

も
の
を
研
究
し
よ
う
と
し
て
居
」
り
、
そ
の
「
或

も
の
」
と
は
「
日
本
人
の
生
活
、
殊
に
こ
の
民
族

の
一
団
と
し
て
の
過
去
の
経
歴
」
で
あ
る（

22
）。

郷
土
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
郷
土
史
の
態
度
と

は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
柳
田
が
民
俗
学
の
組

織
化
に
積
極
的
で
あ
っ
た
の
は
「
地
方
の
割
拠
」

を
避
け
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
働
き
か
け
は
、
郷

土
研
究
が
最
も
活
発
な
近
畿
地
方
に
特
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
一
九
三
六
年
一
月
十
七
日
か
ら
二
一

日
に
か
け
て
、
柳
田
は
木
曜
会
の
中
心
的
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
橋
浦
泰
雄
、
大
間
知
篤
三
を
連
れ
て
再

び
関
西
に
向
か
い
、
大
阪
民
俗
談
話
会
に
出
席

表
９
　

太
田
陸
郎
投
稿
略
表
（
一
九
二
八
〜
一
九
三
八
年
）

『
民
俗
芸
術
』
月
刊
／
一
九
二
八
年
〜
一
九
三
二
年
／
地
平
社
書
房

←

民
俗
芸
術
の
会

一
九
二
八
年

「
播
磨
の
昔
踊
」『
民
俗
芸
術
』
一

－

八

「
酒
造
業
者
の
歌
̶
摂
州
灘
五
郷
̶
」『
民
俗
芸
術
』
一

－

一
二

一
九
三
〇
年

「
播
磨
書
写
山
の
追
儺
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

二

「
摂
津
長
田
神
社
の
追
儺
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

三

「
網
干
音
頭
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

八

「
美
田
八
幡
宮
の
神
の
相
撲
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

九

「
く
つ
草
鞋
と
つ
ま
ご
草
履
」『
民
俗
芸
術
』
三

－

九

『
考
古
学
』
隔
月
刊
／
一
九
三
〇
年
〜
一
九
四
一
年
／
東
京
考
古
学
会

一
九
三
〇
年

「
丹
波
ア
サ
カ
塚
踏
査
略
報
」『
考
古
学
』
一

－

一

一
九
三
一
年

浅
田
芳
郎
と
「
但
馬
出
石
神
社
近
傍
発
見
蔵
骨
器
」『
考
古
学
』
二

－

三

「
有
鰭
埴
輪
円
筒
」『
考
古
学
』
二

－

四

一
九
三
二
年
　

「
神
戸
市
の
史
前
遺
跡
」『
考
古
学
』
三

－

二

『
兵
庫
史
談
』
月
刊
／
一
九
二
六
年
〜
／
神
戸
史
談
会

一
九
三
二
年

「
播
磨
古
瓦
譜
」『
兵
庫
史
談
』
一

－

四

一
九
三
三
年

「
播
磨
鑑
の
草
稿
本
と
其
著
者
平
野
庸
修
」『
兵
庫
史
談
』
二

－

三

「
兵
庫
県
下
刀
匠
雑
記
」『
兵
庫
史
談
』
二

－

六

一
九
三
四
年

「
池
田
輝
政
検
地
の
一
史
料
」『
兵
庫
史
談
』
三

－

九

「
兵
庫
県
金
石
年
表
」『
兵
庫
史
談
』
三

－

一
一

一
九
三
五
年

「
兵
庫
県
金
石
年
表
補
遺
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

一

「
摂
津
売
布
神
社
発
見
銅
鏃
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

三

「
有
馬
郡
道
場
に
於
け
る
石
剣
の
発
見
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

七

「
高
田
屋
嘉
兵
衛
関
係
史
料
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

八

「
兵
庫
津
明
細
帳
抄
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

九

「
兵
庫
津
北
濱
会
所
古
文
書
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

一
一

「
天
明
七
年
兵
庫
津
打
潰
」『
兵
庫
史
談
』
四

－

一
二

一
九
三
六
年

「
石
峯
寺
記
録
」『
兵
庫
史
談
』
五

－

三

「
神
戸
妙
法
寺
村
年
中
行
事
」『
兵
庫
史
談
』
五

－

四

「
兵
庫
津
、
慶
長
・
寛
政
地
子
そ
の
他
に
就
い
て
」『
兵
庫
史
談
』
五

－

六

「
但
馬
出
石
焼
窯
元
古
記
録
（
一
、
二
）『
兵
庫
史
談
』
五

－

一
〇
、
五

－

一
一

「
遠
州
引
左
郡
滝
沢
村
記
二
」『
兵
庫
史
談
』
五

－

一
一

一
九
三
七
年

「
兵
庫
県
下
藩
時
代
の
漁
政
史
料
（
一
〜
三
）『
兵
庫
史
談
』
六

－

七
〜
六

－

九

『
兵
庫
県
民
俗
資
料
』／
一
九
三
二
年
〜
一
九
三
五
年
／
兵
庫
県
民
俗
研
究
会

一
九
三
二
年
五
月
　

第
一
輯

「
播
州
白
国
村
旱
魃
雨
乞
願
開
歌
音
頭
　

雨
乞
唄
解
題
」

「
丹
波
沢
田
八
幡
鱧
切
祭
」

『
播
磨
飾
磨
郡
置
塩
郷
昔
踊
歌
』
太
田
氏
所
蔵
天
明
写
本
、
解
説
　

一
九
三
二
年
六
月
　

第
二
輯

「
文
久
本
　

昔
踊
哥
　

昔
踊
解
題
」
名
倉
家
所
蔵
資
料

「
兵
庫
県
下
の
手
鞠
歌
」
大
阪
朝
日
新
聞
神
戸
附
録
記
事
よ
り
転
載
、
注

「
丹
波
氷
上
郡
地
方
の
こ
と
祭
り
」
図
あ
り

「
播
磨
動
植
物
方
言
抄
」

一
九
三
二
年
七
月
　

第
三
輯

「
牛
に
関
す
る
方
言
と
俗
信
」（
播
磨
飾
磨
郡
置
塩
村
付
近
）

「
播
磨
民
謡
小
記
」

一
九
三
二
年
八
月
　

第
四
輯

「
表
紙
写
真
説
明
　

豊
岡
盆
踊
」

「
但
馬
の
親
方
子
方
制
度
」

「
播
磨
盆
踊
に
関
す
る
一
考
察
」

一
九
三
二
年
九
月
　

第
五
輯

「
北
摂
鈴
蘭
台
盆
踊
見
物
記
」

一
九
三
二
年
十
一
月
　

第
六
輯

「
淡
路
由
良
湊
神
社
の
鈴
」
図
と
解
説

「
播
磨
神
崎
郡
船
津
村
八
幡
神
社
の
秋
祭
と
屋
台
」

「
但
馬
河
す
そ
祭
（
予
報
）」

「
津
ノ
宮
御
旅
提
灯
」

「
播
磨
の
秋
祭
り
と
屋
台
」

一
九
三
二
年
か
一
九
三
三
年
　

第
七
輯

「
但
馬
牛
と
伝
説
」

「
但
馬
方
言
雑
爼
並
補
遺
」

「
遍
臭
後
気
」

一
九
三
三
年
二
月
　

第
八
輯

「
播
西
摂
地
方
田
園
関
係
俚
諺
」

「
但
馬
方
言
雑
爼
並
補
遺
（
二
）」

一
九
三
三
年
五
月
　

第
九
輯
　

「
加
古
郡
加
古
川
町
鶴
林
寺
の
追
儺
」

あ
ま
こ
え
お
ど
り
歌
解
題
（
歌
詞
八
集
所
収
）」

一
九
三
三
年
九
月
　

第
十
一
輯

「
美
嚢
郡
大
畑
の
虫
送
り
」

「
淡
路
順
礼
」

「
夏
の
農
民
と
土
俗
」

一
九
三
三
年
十
二
月
　

第
十
二
輯

「
兵
庫
県
採
集
俚
謡
文
部
省
報
告
書
」
兵
庫
県
農
務
課
民
謡
調
査
記
録

一
九
三
四
年
四
月
　

第
十
三
輯

「
古
形
式
を
も
つ
民
家
津
門
前
田
氏
邸
」

「
高
砂
附
近
漁
撈
抄
記
」

一
九
三
四
年
十
一
月
　

第
十
五
輯

「
西
神
戸
に
お
け
る
遊
戯
唄
の
覚
書
」

「
但
馬
の
民
家
に
関
す
る
一
統
計
」

一
九
三
五
年
五
月
　

第
十
七
輯

写
真
「
わ
」
と
「
こ
ぐ
つ
」
の
説
明

「
妙
法
寺
の
年
中
行
事
（
一
）」

一
九
三
五
年
十
月
　

第
十
八
輯

「
兵
庫
節
遺
存
の
確
認
に
よ
る
そ
の
再
検
討
」

「
葬
制
雑
記
」

『
近
畿
民
俗
』
隔
月
刊
／
一
九
三
六
年
〜
一
九
三
七
年
／
近
畿
民
俗
刊
行
会

←

近
畿
民
俗
学
会

「
播
但
山
林
の
た
き
も
ん
」「
ジ
ン
キ
と
シ
ラ
メ
の
話
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

一

河
本
正
義
、
玉
岡
松
一
郎
と
「
但
馬
養
父
郡
大
杉
村
民
俗
記
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

二

「
遠
州
引
左
郡
滝
沢
村
記
」「
も
ち
や
そ
び
の
追
想
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

三

「
但
馬
の
親
方
子
方
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

四

森
下
賎
男
と
「
播
磨
奥
吉
川
村
若
宮
八
幡
宮
座
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

五

「
無
足
人
に
就
て
」『
近
畿
民
俗
』
一

－

六

「
よ
ば
し
・
ひ
き
わ
り
・
桜
麦
」「
正
月
を
中
心
と
し
た
食
物
の
調
査
」『
近
畿
民
俗
』
二

－

一

「
農
業
関
係
俚
諺
の
地
域
性
」『
近
畿
民
俗
』
二

－

二

『
旅
と
伝
説
』
月
刊
／
一
九
二
八
年
〜
一
九
四
四
年
／
三
元
社

一
九
三
六
年
　

「
九
州
人
吉
に
遺
る
ウ
ン
ス
ン
歌
留
多
」『
旅
と
伝
説
』
九

－

二

　

「
名
月
姫
伝
説
を
訪
ね
て
」『
旅
と
伝
説
』
九

－

六

一
九
三
八
年
　

「
摂
津
、
但
馬
に
残
る
二
三
の
市
に
就
て
」『
旅
と
伝
説
』
一
一

－

二

そ
の
他
（
一
部
）

一
九
二
八
年
一
月
十
〜
十
四
日
「
民
謡
を
訪
ね
て

－

県
下
民
謡
私
考

－

」『
大
阪
毎
日
新
聞

　

神
戸
版
』

一
九
二
八
年
九
月
　

「
播
磨
国
神
種
発
見
の
銅
鐸
」『
考
古
学
雑
誌
』
一
八

－
九

一
九
二
九
年
一
月
　

「
酒
造
作
業
歌
」『
酒
造
関
係
稼
人
調
査
』
付
録
、
兵
庫
県
学
務
部
社

 　

会
課

一
九
三
一
年
　
　
　

「
西
摂
古
謡
考
稿
抄
」『
民
謡
レ
ビ
ュ
ー
』
一
二
号

一
九
三
二
年
八
月
　

「
淡
路
由
良
附
近
の
盆
踊
」『
上
方
』
第
二
〇
号
《
上
方
盆
踊
号
》

一
九
三
二
年
八
月
　

「
播
磨
国
飾
磨
郡
置
塩
村
の
牛
の
は
な
と
お
し
、
は
な
る
ろ
（
鼻
環
）

　

の
図
」『
民
俗
学
』
四

－

八

一
九
三
三
年
三
月
　

「
夢
前
川
漁
獲
習
俗
雑
記
」『
播
磨
』
二

－

二
《
民
俗
号
》

一
九
三
三
年
五
月
〜
　

「
カ
ウ
ベ
風
土
記
」『
神
戸
新
聞
』

一
九
三
三
年
七
月
　

「
兵
庫
県
の
盆
踊
」『
郷
土
風
景
』《
諸
国
盆
踊
号
》

一
九
三
四
年
三
月
　

「
丹
波
沢
田
八
幡
鱧
切
祭
」『
郷
土
芸
術
』
三

－

三

一
九
三
四
年
四
月
　

「
姫
路
藩
に
於
け
る
救
護
施
設
」『
方
面
』

一
九
三
四
年
八
月
　

「
出
稼
と
民
謡
」『
職
業
紹
介
』
二

－

八

一
九
三
五
年
四
月
　

「
但
馬
の
横
行
路
」『
土
の
香
』
一
五

－

一

一
九
三
六
年
四
月
　

「
夢
前
川
流
域
食
用
植
物
の
方
言
と
俗
信
」『
郷
土
文
化
』
創
刊
号

一
九
三
六
年
八
月
　

「
土
版
塔
婆
に
就
い
て
」『
史
跡
と
美
術
』
七

－

八

一
九
三
六
年
十
一
月
　

「
オ
ン
ザ
小
記
」『
民
間
伝
承
』
二

－

三

一
九
三
七
年
十
一
月
　

「
孝
子
伝
瑣
談
」『
兵
庫
県
社
会
事
業
』
一

－

四

一
九
三
八
年
　
　
　

「
兵
庫
県
農
山
村
食
物
の
二
三
の
事
例
」『
兵
庫
県
社
会
事
業
』
二

－

三

出
典
：
諸
雑
誌
、
加
茂
幸
男
『
太
田
陸
郎
伝
』
一
九
九
二
年
、
日
本
民
俗
学
会
編
『
民
俗
学
関
係
雑
誌
文

　

献
総
覧
』
一
九
八
〇
年
な
ど
を
参
照
し
た
。
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し
、『
近
畿
民
俗
』
の
発
刊
な
ど
に
つ
い
て
地
元
の
研
究
者
と
話
し

合
っ
た
。

大
阪
民
俗
談
話
会
は
『
民
間
伝
承
』
が
創
刊
さ
れ
て
か
ら
、
誌
上

に
談
話
会
の
活
動
を
積
極
的
に
報
告
し
て
い
る
が
、
一
九
三
六
年
一

月
の
第
五
号
で
は
、「
兵
庫
県
民
俗
資
料
が
、
近
畿
民
俗
と
改
称
さ

れ
て
全
関
西
の
民
俗
報
告
誌
と
拡
張
さ
れ
る
に
つ
き
太
田
、
河
本

（
兵
庫
）、
水
木
、
藪
（
大
阪
）、
玉
岡
、
平
山
（
京
都
）
の
六
氏
が
編

輯
委
員
と
な
り
、
大
阪
京
都
の
民
俗
学
徒
は
全
的
に
支
持
す
る
こ
と

に
な
つ
た
。
こ
の
雑
誌
は
逐
次
近
県
の
同
志
に
よ
び
か
け
る
考
で
あ
る
」
と
報
じ
て
い
る
。
同
号
の
「
近
畿
民
俗
刊
行
会
会
規
抄
」
に

よ
れ
ば
、
予
定
さ
れ
た
会
の
活
動
は
「
年
六
回
会
誌
『
近
畿
民
俗
』
を
発
行
し
、
ま
た
講
演
並
に
民
俗
関
係
図
書
を
刊
行
」
す
る
と
い

う
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
号
で
は
会
員
二
〇
人
以
上
の
地
方
で
は
支
部
の
設
置
が
可
能
と
し
（「
雑
報
」）、「
大
阪
で
は
支
部
設
置
に
つ

い
て
、
早
く
か
ら
熱
心
で
し
た
が
、
今
回
京
都
、
神
戸
等
と
連
絡
を
緊
密
に
し
て
近
く
『
近
畿
民
俗
』
が
発
刊
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
祝
意
を
表
す
る
と
共
に
会
員
諸
氏
の
御
声
援
を
切
望
し
ま
す
」
と
記
し
て
い
る
。
柳
田
の
「
御
尽
力
と
御
慫
慂
」（

23
）の
下
で
京
阪

神
各
地
方
の
民
俗
研
究
団
体
が
統
合
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た（

24
）。

太
田
陸
郎
の
名
前
が
次
第
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
『
近
畿
民
俗
』
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
彼
が
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
た
『
兵
庫
県
民
俗
資
料
』
は
、
当
時
、
ま
だ
広
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
同
じ
く
兵
庫
県
出
身
で
、
か
つ

て
播
磨
郷
土
研
究
同
好
会
の
同
人
で
あ
っ
た
玉
岡
松
一
郎
は
、
機
関
誌
『
播
磨
』
休
刊
後
の
一
九
三
五
年
春
、
西
谷
勝
也
と
一
緒
に
兵

庫
県
民
俗
研
究
会
に
加
入
し
た（

25
）が
、
そ
の
彼
で
さ
え
、『
民
間
伝
承
』
一

−

四
で
同
雑
誌
を
紹
介
す
る
と
き
、
そ
の
由
来
を
「
も
と

播
磨
民
俗
資
料
」
と
間
違
え
た
ほ
ど
で
あ
っ
た（

26
）。

一
九
三
六
年
二
月
、『
民
間
伝
承
』
一

−

六
で
は
『
近
畿
民
俗
』
創
刊
号
が
紹
介
さ
れ
、
目
録
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
寄
贈
書
誌
」

図５　太田陸郎方『近畿民俗』
　編集部宛郵便物
出典：加茂幸男『太田陸郎伝』1992年、
　35頁。
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の
欄
に
、「
近
畿
民
俗　

創
刊
号　

神
戸
市
須
磨
区
養
老
町
二
ノ
一
太
田
方　

近
畿
民
俗
刊
行
会
」
と
あ
り
、
太
田
が
編
集
を
引
き
受

け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図
５
）。
こ
の
創
刊
号
に
は
、
柳
田
の
「
成
長
は
自
然
」
を
巻
頭
と
し
て
、
藪
重
孝
、
高
谷
重
夫
、
桜
田

勝
徳
、
河
本
正
義
、
宮
本
常
一
、
小
谷
芳
明
な
ど
当
時
近
畿
地
方
で
活
躍
し
て
い
る
面
々
の
名
前
が
連
な
り
、「
地
方
の
会
誌
が
や
や

も
す
れ
ば
陥
り
や
す
い
仲
間
う
ち
の
道
楽
誌
的
傾
向
を
抑
え
て
、
つ
と
め
て
寄
稿
者
の
学
問
的
意
識
を
た
か
め
、
言
う
べ
く
ん
ば
学
界

の
中
央
機
関
誌
と
も
な
る
べ
き
意
気
込
み
」（

27
）が
窺
え
る
。

一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
、
各
地
で
多
く
の
民
俗
同
好
会
が
組
織
さ
れ
、
前
に
ふ
れ
た
岐
阜
の
『
ひ
だ
び
と
』（
一
九
三
五
年
一
月

〜

一
九
四
四
年
五
月
）
以
外
、
新
潟
に
『
高
志
路
』（
一
九
三
五
年
一
月

〜

一
九
四
五
年
八
月
）、
福
岡
に
『
豊
前
』（
一
九
三
五
年
九
月

〜

一
九

三
七
年
二
月
）、
鳥
取
に
『
因
伯
民
談
』（
一
九
三
六
年
一
月

〜
一
九
三
八
年
十
二
月
）
な
ど
多
く
の
民
俗
雑
誌
が
発
行
さ
れ
た
が
、
柳
田

の
関
与
か
ら
見
れ
ば
『
近
畿
民
俗
』
は
明
ら
か
に
別
格
で
あ
る
。『
近
畿
民
俗
』
は
柳
田
が
『
民
間
伝
承
』
に
次
い
で
巻
頭
文
を
寄
せ

た
雑
誌
で
、
ま
た
休
刊
す
る
ま
で
柳
田
か
ら
数
多
く
寄
稿
さ
れ
て
い
る（

28
）。

『
近
畿
民
俗
』
創
刊
号
の
巻
頭
文
「
成
長
は
自
然
」
で
は
柳
田
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

是
ま
で
人
が
あ
ま
り
気
づ
か
な
か
つ
た
こ
と
は
、
フ
オ
ク
ロ
ア
見
た
い
な
新
ら
し
い
地
方
の
学
問
が
、
首
都
を
中
心
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
理
由
は
一
つ
も
無
く
、
又
そ
の
中
心
を
是
非
と
も
一
つ
に
す
る
理
由
も
無
い
こ
と
で
あ
つ
た
。（
中
略
）
標
題
は
前
に

も
申
す
如
く
、
現
在
は
思
ひ
切
つ
て
日
本
民
俗
資
料
と
改
め
ら
れ
て
も
、
何
等
の
故
障
も
で
な
い
時
代
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
は

ち
と
ば
か
り
大
胆
過
ぎ
る
と
い
ふ
御
斟
酌
が
あ
る
な
ら
ば
、
や
が
て
は
さ
う
す
る
位
の
抱
負
の
下
に
、
今
は
先
づ
近
畿
と
い
ふ
程

度
に
ま
で
、
領
分
を
拡
げ
て
置
か
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
。

当
時
、
柳
田
は
近
畿
に
日
本
民
俗
学
の
も
う
一
つ
の
中
心
を
構
想
し
て
お
り
、『
近
畿
民
俗
』
に
多
大
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
そ

の
柳
田
の
思
い
を
形
に
す
る
責
任
者
が
太
田
で
あ
っ
た
。『
近
畿
民
俗
』
一

−

六
（
一
九
三
六
年
十
二
月
）
の
編
輯
後
記
で
は
、
太
田
は
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「
前
号
は
近
畿
二
府
五
県
の
農
山
村
の
小
学
校
に
五
百
部
を
寄
贈
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
に
添
付
し
た
共
同
採
集
項
目
『
子

供
組
』
に
就
て
は
予
期
の
成
果
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
項
目
の
不
適
だ
つ
た
た
め
か
と
も
考
へ
ま
す
。
本
号
に
は
改
め
て
食
物
に
関
す

る
項
目
を
添
付
し
て
重
ね
て
配
布
致
し
ま
す
」
と
報
告
し
て
お
り
、
近
畿
で
の
民
俗
学
中
心
を
建
設
す
る
た
め
の
努
力
を
示
し
て
い

る
。『

兵
庫
県
民
俗
資
料
』
が
停
刊
し
て
か
ら
も
、
そ
の
主
体
で
あ
る
兵
庫
県
民
俗
研
究
会
は
暫
く
存
在
し
て
お
り
、『
民
間
伝
承
』
第
六

号
（
一
九
三
六
年
二
月
）、
第
八
号
（
一
九
三
六
年
四
月
）
で
の
例
会
報
告
に
よ
れ
ば
、『
近
畿
民
俗
』
の
編
集
が
大
き
な
話
題
と
な
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
近
畿
民
俗
』
一

−

四
（
一
九
三
六
年
八
月
）
に
「
従
来
ノ
名
称
ハ
単
ニ
雑
誌
刊
行
ノ
ミ
ヲ
事
業
ト
ス
ル
ノ
感
ア

リ
」
を
理
由
に
、
近
畿
民
俗
刊
行
会
は
近
畿
民
俗
学
会
に
改
名
し
た
。
以
降
、
兵
庫
県
民
俗
研
究
会
の
名
称
は
見
え
な
く
な
り
、
近
畿

に
お
け
る
民
俗
学
の
統
合
が
一
応
の
完
成
を
見
せ
た
と
い
え
よ
う
。

近
畿
民
俗
学
会
の
活
動
は
神
戸
で
の
『
近
畿
民
俗
』
の
発
行
と
大
阪
で
の
連
続
民
俗
講
習
会
の
主
催
と
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
太
田
は
「
一
方
で
雑
誌
の
編
輯
を
さ
れ
つ
つ
、
又
よ
く
こ
の
会
（
民
俗
講
習
会
）
に
も
出
て
来
ら
れ
て
面
倒
を
見
て
」（

29
）い
た
。

日
本
民
俗
学
の
初
め
て
の
連
続
講
習
会
は
、
近
畿
民
俗
学
会
主
催
・
大
阪
府
及
び
大
阪
朝
日
新
聞
社
の
後
援
で
一
九
三
六
年
九
月
十
九

日
よ
り
一
九
三
七
年
三
月
二
〇
日
ま
で
二
五
回
に
わ
た
っ
て
毎
週
土
曜
日
の
午
後
、
懐
徳
堂
に
お
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
普
通
講
義
の

第
八
講
が
太
田
陸
郎
に
よ
る
「
親
方
子
方
」
で
あ
っ
た（

30
）。

一
方
、
太
田
は
一
九
三
六
年
二
月
、『
旅
と
伝
説
』（
九

−

二
）
に
「
九
州
人
吉
に
遺
る
ウ
ン
ス
ン
歌
留
多
」
を
初
投
稿
し
、
こ
れ
よ

り
一
九
四
二
年
亡
く
な
る
ま
で
同
誌
に
し
ば
し
ば
原
稿
を
寄
せ
て
い
た
。

地
方
支
部
の
設
置
や
そ
の
運
営
と
活
動
に
多
大
な
情
熱
を
注
い
だ
太
田
は
、
一
九
三
六
年
八
月
頃
に
民
間
伝
承
の
会
の
世
話
人
に
推

薦
さ
れ（

31
）、
地
方
有
力
研
究
家
の
沢
田
四
郎
作（

32
）と
並
ん
て
、
近
畿
で
の
民
俗
学
の
組
織
者
と
い
う
役
割
が
確
認
さ
れ
た
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
太
田
は
民
俗
事
象
に
つ
い
て
早
い
段
階
か
ら
関
心
を
持
ち
、
地
方
に
お
い
て
地
道
な
研
究
活
動
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
た
が
、
や
が
て
日
本
民
俗
学
の
も
う
一
つ
の
中
心
と
し
て
期
待
さ
れ
る
近
畿
民
俗
学
会
の
指
導
者
の
一
人
と
し
て
自
ら
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の
視
野
を
全
国
に
広
げ
た
と
理
解
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
三
七
年
六
月
『
民
間
伝
承
』
二

−

一
〇
で
の
太
田
「
農
業
関
係
俚
諺
の
地
域
性
」（『
近
畿
民
俗
』
二

−

二
）
の
紹

介
を
最
後
に
し
て
、
ほ
ぼ
一
年
間
、
論
文
紹
介
や
関
連
学
会
活
動
の
報
告
か
ら
、
太
田
の
名
前
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
彼
が
編
集
の
任

に
あ
る
『
近
畿
民
俗
』
も
、
こ
れ
以
降
休
刊
と
な
っ
た
。
翌
年
一
月
に
な
っ
て
初
め
て
「
発
行
所
を
京
都
帝
国
大
学
国
史
研
究
室
内
、

近
畿
民
俗
学
会
に
移
し
、
年
四
回
の
刊
行
に
て
、
創
刊
号
を
本
年
四
月
に
出
す
こ
と
に
略
々
決
定
し
た
」（『
民
間
伝
承
』
三

−

五
）
と

そ
の
復
刊
が
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
の
復
刊
は
戦
後
の
一
九
四
九
年
二
月
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

今
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
戦
争
の
進
行
と
役
所
の
事
務
の
多
忙
さ
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

太
田
の
民
俗
学
に
対
す
る
情
熱
は
冷
め
る
こ
と
な
く
、
宮
本
常
一
は
中
国
の
太
田
か
ら
「
近
畿
民
俗
の
事
は
気
に
な
つ
て
居
ら
れ
た
様

で
、
何
と
か
し
て
続
刊
し
て
ほ
し
い
と
い
ふ
お
た
よ
り
も
あ
つ
た
」（

33
）と
回
想
し
て
い
る
。

２　
「
中
支
」
で
の
観
察

一
九
三
七
年
七
月
十
八
日
、
兵
庫
県
郷
土
研
究
会
の
第
五
回
談
話
会
は
神
戸
三
菱
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
、
栗
山
一
夫
、
太
田
陸
郎
な

ど
六
人
が
出
席
し
た（

34
）。

『
民
間
伝
承
』
の
創
刊
と
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
『
兵
庫
県
民
俗
資
料
』
が
停
刊
し
、
主
宰
の
太
田
が
近
畿
地
方
の
中
心
人
物
と

し
て
日
本
民
俗
学
の
全
国
規
模
の
組
織
化
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
が
、
民
間
伝
承
の
会
の
都
市
と
く
に
東
京
を
中
心
と
す
る
状
況
を

批
判
し
続
け
た
マ
ル
ク
ス
主
義
民
俗
学
者
・
栗
山
一
夫
（
赤
松
啓
介
）
は
兵
庫
県
で
地
域
研
究
的
民
俗
学
を
試
み
、
兵
庫
県
郷
土
研
究

会
を
つ
く
り
、
ほ
ぼ
独
力
で
機
関
誌
『
兵
庫
県
郷
土
研
究
』（

35
）を
発
行
し
続
け
て
い
た
。
太
田
は
直
接
投
稿
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
が
、
機
関
誌
創
刊
の
二
月
に
娘
を
連
れ
て
、
は
る
ば
る
同
研
究
会
が
組
織
し
た
大
部
村
王
子
で
の
第
二
回
実
地
演
習
に
参
加
す

る（
36
）な
ど
、
栗
山
の
研
究
会
を
最
初
か
ら
支
持
し
て
い
た
。


